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国
立
青
少
年
教
育
振
興
機

構
が
、
高
校
生
の
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
学
習

サ
ー
ビ
ス
で
学
ぶ
こ
と
）
の

意
識
や
実
態
を
把
握
す
る
目

的
で
調
査
。
米
・
中
・
韓
と

4
か
国
で
昨
年
9
月
〜
11
月

に
実
施
。
先
ご
ろ
集
計
結
果

が
公
表
さ
れ
た
。
調
査
時
期

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
発
生
前
の
も
の
。

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
経

験
、
授
業
中
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
活
用
等
い
ず
れ
も
日
本

の
高
校
生
が
他
3
各
国
よ
り

低
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
保
護

者
の
か
か
わ
り
も
同
様
に
著

し
く
低
か
っ
た
（
＝
下
の

表
）
。

子
供
が
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
ど
の
よ
う
に
勉
強
し
て

い
る
か
知
っ
て
い
る
」
日
本

の
保
護
者
は
17
・
2
％
だ
っ

た
が
、
中
国
は
60
・
1
％
、

米
国
が
52
・
3
％
、
韓
国
で

は
38
・
7
％
が
「
知
っ
て
い

る
」
と
回
答
。
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
学
習
に
つ
い
て

保
護
者
と
話
し
合
う
」
で
は

日
本
の
保
護
者
の
10
・
8
％

に
対
し
、
中
国
は
5
倍
の
55

・
8
％
、
米
国
は
39
・
8

％
、
韓
国
は
28
・
3
％
。

「
保
護
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
学
習
を
薦
め
る
」
の

は
、
日
本
で
は
9
・
6
％
で

1
割
以
下
だ
っ
た
が
、
米
国

と
中
国
は
そ
れ
ぞ
れ
54
・
3

％
、
53
・
8
％
で
ほ
ぼ
同

数
、
韓
国
は
33
・
1
％
だ
っ

た
。
い
ず
れ
も
日
本
の
保
護

者
は
格
段
に
低
い
割
合
だ
っ

た
。「

保
護
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
利
用
時
間
を
決
め
て

い
る
」
割
合
は
、
中
国
が
67

・
2
％
で
飛
び
ぬ
け
て
い

る
。
日
本
（
18
・
4
％
）、米

国
（
18
・
5
％
）
、
韓
国

（
20
・
4
％
）
に
は
大
き
な

差
が
な
か
っ
た
。
「
利
用
し

て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
」
保

護
者
の
割
合
で
は
、
日
本

（
6
・
9
％
）
、
米
国
（
20

・
7
％
）
、
韓
国
（
14
・
4

％
）
で
多
少
の
差
が
あ
っ
た

が
、
中
国
（
58
・
7
％
）
で

は
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
者
は

学
習
の
取
組
に
前
向
き

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
を
取
り

入
れ
て
い
る
高
校
生
は
、
経

験
し
て
い
な
い
高
校
生
よ
り

「
勉
強
し
た
内
容
を
理
解
す

る
た
め
教
科
書
以
外
の
本
を

読
ん
だ
り
す
る
」
割
合
が
、

日
本
で
7
・
2
％
、
中
国
は

16
・
8
％
、
韓
国
12
・
9

％
、
米
国
2
・
1
％
高
か
っ

た
。
「
自
分
で
学
習
の
計
画

や
目
標
を
立
て
る
」
で
は
日

本
と
米
国
が
8
・
7
％
、
中

国
・
韓
国
が
17
・
4
％
高
か

っ
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
学
習
経

験
者
と
経
験
の
な
い
者
と
で

あ
ま
り
差
が
な
か
っ
た
項
目

も
あ
る
。
「
い
つ
も
新
し
こ

と
に
挑
戦
し
て
い
る
」
は
、

日
本
が
8
・
7
％
、
中
国
15

・
7
％
、
米
国
8
・
3
％
高

か
っ
た
が
、
韓
国
で
は
マ
イ

ナ
ス
1
・
9
％
で
逆
転
し
て

い
た
。

同
機
構
客
員
研
究
員
（
和

洋
女
子
大
学
准
教
授
）
池
田

幸
恭
氏
は
「
4
か
国
す
べ
て

が
学
校
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
利
用
に
前
向
き
で
あ
る
。

特
に
日
本
の
学
校
教
育
に
お

け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
導

入
に
つ
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
の
経
験
が
卒
業
後
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
に
も
つ

な
が
る
」
と
強
調
し
た
。

7
月
の
木
曜
日
の
朝
、
Ｔ
小

学
校
の
校
長
室
の
電
話
が
鳴
り

ま
し
た
。
そ
の
学
校
に
2
人
の

兄
弟
を
通
わ
せ
て
い
る
母
親
か

ら
の
電
話
で
「
父
親
が
職
場
で

コ
ロ
ナ
感
染
し
た
疑
い
が
強

く
、
保
健
所
の
話
で
は
、
家
族

全
員
が
濃
厚
接
触
者
に
あ
た
る

よ
う
で
す
。
幸
い
に
も
家
族
以

外
に
は
濃
厚
接
触
に
あ
た
る
人

物
が
い
な
い
た
め
に
、
と
り
あ

え
ず
父
親
は
ホ
テ
ル
で
隔
離
さ

れ
、
残
り
の
家
族
は
2
週
間
の

自
宅
待
機
を
命
じ
ら
れ
ま
し

た
」
と
の
連
絡
で
し
た
。
校
長

は
直
ち
に
教
育
委
員
会
に
報
告

す
る
と
同
時
に
、
い
く
つ
か
の

危
機
対
策
に
乗
り
出
し
ま
し

た
。保

健
所
か
ら
は
、
学
校
自
体

は
翌
週
の
月
曜
日
よ
り
再
開
で

き
る
と
の
判
断
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
ま
ず
校
長
は
自
ら
が
地
域

の
有
力
者
や
僧
侶
等
の
元
を
回

り
、
コ
ロ
ナ
に
起
因
す
る
差
別

や
偏
見
等
に
関
す
る
講
話
を
し

て
頂
け
る
方
を
探
し
ま
し
た
。

次
に
2
人
の
学
校
復
帰
に
備

え
て
、
全
校
教
職
員
に
よ
る
コ

ロ
ナ
問
題
に
起
因
し
た
人
権
や

差
別
等
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
道

徳
の
授
業
」
の
実
施
を
決
定
し

ま
し
た
。
特
に
2
人
の
在
籍
す

る
3
年
生
と
5
年
生
の
学
級
で

は
、
他
校
か
ら
道
徳
教
育
が
専

門
の
校
長
を
講
師
に
招
き
、
授

業
公
開
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
程
な
く
し
て
そ
の
講
師

か
ら
は
2
人
の
学
級
担
任
に
対

し
て
、
当
日
の
道
徳
授
業
の
指

導
案
を
用
意
す
る
よ
う
に
依
頼

が
あ
り
ま
し
た
。

教
職
員
間
の
姿
勢
に
温
度
差

そ
の
よ
う
な
校
長
の
「
外
向

き
の
姿
勢
」
に
対
し
て
、
校
内

で
は
2
人
の
担
任
が
、
自
分
の

ク
ラ
ス
の
子
供
達
に
今
ま
で
以

上
に
3
密
に
な
ら
な
い
工
夫
や

手
洗
い
の
更
な
る
徹
底
等
、
毎

晩
遅
く
ま
で
細
か
な
と
こ
ろ
ま

で
尽
力
す
る
ギ
リ
ギ
リ
の
精
神

状
態
。
他
学
年
で
は
休
み
時
間

に
な
る
と
子
供
達
は
時
に
大
声

を
出
し
な
が
ら
、
密
に
な
っ
て

遊
ん
で
い
る
光
景
が
見
ら
れ
、

コ
ロ
ナ
対
策
に
関
す
る
担
任
間

の
指
導
に
は
「
か
な
り
の
温
度

差
」
が
あ
り
ま
し
た
。

2
人
が
在
籍
す
る
ク
ラ
ス
の

担
任
は
「
我
々
が
一
生
懸
命
に

コ
ロ
ナ
対
策
を
徹
底
し
て
い
る

の
に
、
な
ぜ
他
の
担
任
は
足
並

み
が
そ
ろ
え
ら
れ
な
い
の
か
」

と
怒
り
に
震
え
て
い
ま
し
た
。

2
人
の
担
任
は
、
2
人
が
学

校
復
帰
を
す
る
際
に
備
え
て
、

毎
日
、
保
護
者
や
関
係
各
機
関

へ
の
連
絡
に
奔
走
し
、
朝
や
放

課
後
の
消
毒
作
業
、
教
材
研
究

等
に
追
わ
れ
て
、
今
ま
で
以
上

に
仕
事
を
「
密
に
」
詰
め
込
ま

れ
て
い
る
状
態
。
校
長
の
判
断

で
道
徳
の
公
開
授
業
を
実
施
決

定
し
、
そ
の
指
導
案
の
作
成
ま

で
命
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ベ
ク
ト
ル
が
合
っ
て
い
る
か

学
校
が
危
機
状
態
に
遭
遇
し

た
時
、
多
様
な
対
応
が
考
え
ら

れ
る
中
で
も
、
最
も
大
切
な
も

の
の
一
つ
に
は
、
管
理
職
や
教

員
が
「
同
じ
ベ
ク
ト
ル
」
を
向

い
て
い
る
か
と
い
う
事
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
対
応
の
大
筋
の
流

れ
と
し
て
は
、
職
員
会
議
等
で

今
回
の
コ
ロ
ナ
対
応
に
関
し

て
、
各
ク
ラ
ス
の
子
供
た
ち
に

は
、
全
校
的
に
は
こ
の
よ
う
な

内
容
の
こ
と
を
伝
え
よ
う
と
い

う
共
通
認
識
が
図
ら
れ
ま
す
。

次
に
、
学
年
ご
と
に
更
に
具
体

的
に
こ
の
よ
う
な
内
容
の
こ
と

に
焦
点
を
絞
っ
て
伝
え
よ
う
と

い
う
再
確
認
が
さ
れ
、
各
ク
ラ

ス
の
担
任
を
通
し
て
子
ど
も
達

に
指
導
が
徹
底
さ
れ
る
流
れ
に

な
り
ま
す
。

今
回
の
場
合
に
は
、
「
何
と

か
し
な
く
て
は
」
と
い
う
認
識

は
共
有
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
が
、
校
長
は
外
向
き
の
ベ
ク

ト
ル
で
対
外
的
な
対
応
を
通
し

て
「
や
っ
て
い
る
感
」
を
醸
し

出
す
一
方
、
校
内
で
は
教
職
員

の
指
導
に
は
温
度
差
が
顕
著

で
、
一
部
の
担
任
だ
け
が
ギ
リ

ギ
リ
の
状
態
。
そ
れ
に
対
す
る

他
学
年
の
教
員
の
サ
ポ
ー
ト
が

具
体
的
に
は
得
ら
れ
て
い
な
い

状
況
な
ど
を
見
る
と
、
同
じ
ベ

ク
ト
ル
を
向
い
て
い
る
と
は
と

て
も
言
い
難
い
状
況
で
す
。

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
日

頃
の
管
理
職
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
が
問
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
学

校
で
は
校
長
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
不
全
が
原
因
に
よ
る

休
職
者
が
こ
こ
2
〜
3
年
続
け

て
発
生
し
て
い
ま
す
。
あ
い
に

く
教
頭
も
主
幹
教
諭
も
新
任
で

あ
る
等
、
様
々
な
複
雑
な
事
情

や
背
景
を
有
し
、
な
か
な
か
教

職
員
全
体
が
同
じ
ベ
ク
ト
ル
を

向
け
な
い
要
因
を
有
し
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

筆
者
＝
土
井
一
博
（
ど
い
・

か
ず
ひ
ろ
）
順
天
堂
大
学
国
際

教
養
学
部
教
職
課
程
客
員
教

授
、
教
職
員
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー

ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
代
表
、

埼
玉
県
川
口
市
教
育
委
員
会
教

職
員
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
チ
ー
フ

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

日
本
の
高
校
生
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
経
験
率
は
48
・
8
％
で
、
6
割
近
く
が
1
週
間

に
1
時
間
未
満
。
経
験
、
時
間
の
い
ず
れ
も
米
・
中
・
韓
国
と
比
較
し
て
低
か
っ
た
。

子
供
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
学
習
に
関
す
る
保
護
者
の
関
心
度
や
関
わ
り
方

も
、
4
か
国
の
中
で
著
し
く
低
か
っ
た
。
ま
た
学
校
の
授
業
で
の
教
員
に
よ
る
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
も
、
4
か
国
中
で
最
も
少
な
か
っ
た
。

文
部
科
学
省
は
7
月
末
ま

で
の
学
校
関
係
に
よ
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

発
生
状
況
や
実
例
を
踏
ま
え

た
「
今
後
求
め
ら
れ
る
対
応

策
」
を
ま
と
め
、
各
教
育
委

員
会
等
に
通
知
し
た
。

6
月
1
日
の
学
校
の
再
開

開
始
か
ら
ち
ょ
う
ど
2
か
月

間
の
感
染
者
は
児
童
生
徒
2

4
2
人
、
教
職
員
51
人
、
幼

稚
園
関
係
29
人
。
児
童
生
徒

の
感
染
経
路
は
半
数
以
上
に

当
た
る
57
％
（
1
3
7
人
）

が
「
家
庭
内
感
染
」
で
あ

り
、
特
に
小
学
生
は
70
％
を

占
め
て
い
た
。
一
方
、
「
学

校
内
感
染
」
の
報
告
は
11
人

（
5
％
）
で
4
件
。
い
ず
れ

も
中
・
高
校
生
で
、
2
件
は

部
活
が
同
一
、
他
2
件
は
同

一
ク
ラ
ス
だ
っ
た
。

「
通
知
」
は
こ
れ
ら
の
状

況
を
踏
ま
え
て
、
「
ウ
イ
ル

ス
を
学
校
に
持
ち
込
ま
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
が
一
層
重

要
」
と
し
て
、
5
月
に
発
信

し
た
「
学
校
に
お
け
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
す
る
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
〜
学
校
の
新
し
い
生
活
様

式
」
（
そ
の
後
数
度
改
訂
）

に
ま
と
め
た
3
密
の
回
避
等

を
徹
底
す
る
こ
と
で
感
染
リ

ス
ク
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き

る
と
し
た
。

校
内
で
感
染
者
が
出
た
場

合
の
臨
時
休
業
は
、
濃
厚
接

触
者
の
範
囲
特
定
・
検
査
に

必
要
な
日
数
・
範
囲
と
し
、

特
定
に
時
間
を
要
し
な
い
場

合
や
濃
厚
接
触
者
が
い
な
い

場
合
は
必
ず
し
も
臨
時
休
業

の
必
要
は
な
い
と
指
摘
。
7

月
21
日
ま
で
の
期
間
で
、
感

染
者
が
出
た
学
校
（
84
校
）

の
臨
時
休
業
実
施
状
況
は
、

「
0
日
」
が
12
校
、
「
0
・

5
〜
1
日
」
が
17
校
、
「
1

・
5
〜
2
日
」
が
15
校
、

「
2
・
5
〜
3
日
」
が
16
校

で
、
7
割
以
上
が
3
日
以
内

だ
っ
た
。

通
常
の
消
毒
・
清
掃
作
業

に
は
、
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー

ト
・
ス
タ
ッ
フ
の
活
用
や
地

域
の
協
力
を
得
て
の
実
施
を

提
案
し
て
い
る
。

文
部
科
学
省
は
「
学
校
に

お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
す
る
衛
生
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
〜
『
学
校
の

新
し
い
生
活
様
式
』
」
を
、

8
月
6
日
の
最
新
状
況
を
反

映
さ
せ
て
改
訂
し
た
。
ポ
イ

ン
ト
を
絞
っ
た
学
校
施
設
の

清
掃
や
、
消
毒
、
暑
さ
指
数

が
高
い
日
を
考
慮
し
た
マ
ス

ク
着
用
の
指
導
を
、
新
た
に

記
載
し
た
。

学
校
施
設
の
清
掃
・
消
毒

に
関
し
て
、
「
床
は
通
常
の

清
掃
活
動
の
範
囲
で
対

応
」
、
「
机
・
椅
子
の
特
別

な
消
毒
は
不
要
、
必
要
に
応

じ
て
家
庭
用
洗
剤
等
を
用
い

て
拭
き
掃
除
」
、
「
大
勢
が

よ
く
手
を
触
れ
る
場
所
（
ド

ア
ノ
ブ
、
手
す
り
、
ス
イ
ッ

チ
な
ど
）
は
1
日
1
回
消
毒

を
行
う
。
（
家
庭
用
洗
剤
等

を
用
い
た
拭
き
掃
除
で
代
替

可
能
）
」
。
こ
れ
以
外
に
、

特
別
な
消
毒
は
不
要
。
な
お

消
毒
作
業
を
実
施
す
る
場
合

は
外
部
人
材
の
活
用
等
が
記

載
さ
れ
た
。

マ
ス
ク
に
関
す
る
記
載
は

「
常
時
着
用
が
望
ま
し
い
」

か
ら
、
「
身
体
的
距
離
が
十

分
と
れ
な
い
場
合
に
は
着
用

す
べ
き
と
す
る
」
に
変
更
。

さ
ら
に
「
気
温
・
湿
度
や
暑

さ
指
数
が
高
い
日
に
は
マ
ス

ク
を
外
す
」
と
明
記
。
下
校

時
も
同
様
と
し
た
。

短縮された学校の夏休み期間中、小学生を対象
に基礎学力の定着と自主的な学習を促すことを目
標に学習サポーターが指導する、北海道・紋別市
教委委員会の「夏休みパワーアップタイム」が8
月5日から3日間、市内公共施設会議室等で開設
された。
学校の授業ではないため事前申し込み制だが自
由参加。初日は1～4年生延べ90人が参加した。
距離を空けるため会議室の机1台に、全員がマ
スク姿の子供1人ずつ。指導員のサポートで1人
1台タブレットと算数の無料ソフトを使って課題
に取り組んでいた。

【写真提供＝紋別市教委】

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

無
責
任
な
書
き
込

み
や
誹
謗
中
傷
の

問
題
が
深
刻
化
。

総
務
省
の
研
究
会

が
、
犯
罪
と
し
て
制
裁
を
受

け
る
可
能
性
が
あ
る
等
の
内

容
を
含
め
た
「
情
報
モ
ラ
ル

教
育
と
啓
発
活
動
の
強
化
」

を
緊
急
提
言
▼
時
間
が
か
か

っ
て
も
発
信
・
受
信
両
者
の

情
報
モ
ラ
ル
の
向
上
が
最
重

要
だ
と
し
た
。
中
学
校
へ
の

携
帯
電
話
持
ち
込
み
に
つ
い

て
文
科
省
は
、
保
護
者
と
の

話
し
合
い
や
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
設
定
等
の
条
件
付
き
で
容

認
す
る
こ
と
に
方
針
転
換
。

保
護
者
は
こ
の
機
会
に
、
我

が
子
の
ネ
ッ
ト
活
用
実
態
を

し
っ
か
り
把
握
す
る
必
要
が

あ
る
▼
短
時
間
で
手
軽
に
結

果
が
出
る
こ
と
で
「
ト
レ
ン

ド
ブ
ロ
グ
」
が
一
部
の
若
者

を
中
心
に
注
目
さ
れ
て
い
る

よ
う
だ
。
誤
報
や
フ
ェ
イ
ク

ニ
ュ
ー
ス
を
拡
散
さ
せ
る
要

因
に
も
な
っ
て
い
る
。
目
的

は
注
目
さ
れ
る
こ
と
な
の

で
、
情
報
の
裏
取
り
や
出
典

の
確
認
、
専
門
知
識
も
不
足

し
て
い
る
の
が
大
半
▼
研
究

会
が
提
言
す
る
通
り
、
情
報

モ
ラ
ル
教
育
の
浸
透
に
は
時

間
が
か
か
る
。
そ
の
周
知
に

は
学
校
・
地
域
社
会
と
の
連

携
が
必
要
だ
。

子供のインターネット利用について
保護者のかかわり

（％）
韓国

20．4

38．7

28．3

33．1

14．4

中国

67．2

60．1

55．8

53．8

58．7

米国

18．5

52．3

39．8

54．3

20．7

日本

18．4

17．2

10．8

9．6

6．9

保護者が利用時間を決めている

保護者が勉強内容を知っている

学習について保護者と話し合う

保護者は学習を薦める

保護者は内容をチェックする

家庭教育

教育旅行

学校経営

健康教育

教育改革

食 育

次世代に必要な力を
育むための学びとは

紙 面 案 内

教職員のメンタルヘルス 第69回…1面
健康育む保健室 第3回…5面
学校給食は食育の教材 第62回…6面
学校図書館なるほどＱ＆Ａ 第59回…8面

ＰＴＡ特集………………………………2・3面
コロナ禍で多くのＰＴＡが、会合や活動の実
施を見直さざるを得ない状況。東京都小学校Ｐ
ＴＡ協議会が行った調査では、"不要不急"の活
動は中止するなど、活動内容で優先順位をつけ
ている実態が分かった。さらに「9月入学」議
論や携帯電話の「中学校への持込み容認」等、
コロナ後に続く保護者やＰＴＡとして考えるべ
き課題をまとめた。

災害・学校安全特集…………………………4面
多発する各種の災害から身を守る手段の一つ
が避難訓練。都教委は家庭・地域の閲覧も視野
に、安全教育の動画等をＷｅｂに掲載した。

学校保健・養護教諭…………………………5面
本格的な暑気を迎え、感染症と熱中症の対策
を両立させなければならない。特に今年は「換
気」がポイントとなる。

食育・学校給食………………………………6面
「食育活動表彰」の昨年の農林水産大臣賞受
賞校・京都市立高倉小学校。6年間の体系的な
カリキュラムを岸田蘭子・前校長に聞いた。

学校図書館……………………………………8面
「ウィズコロナ時代の学校図書館」後編。各
校の模索を通じ、これまでと違う新たな可能性
の発見もある。「新しい生活様式」を取り入れ
た学校図書館の在り方を探った。

第3月曜日発行

紙 面 案 内紙 面 案 内

葉月・建酉月

月曜日

■KKS Webはこちら→

処 暑（８／２３）
防災の日（９／１）
白 露（９／７）

日

■Twitter
@kyoikukatei
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日
本

の
親
子
供
の
ネ
ッ
ト
利
用
に
関
心
を

日日
本本

のの
親親
子
供
の
ネ
ッ
ト
利
用
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関
心
を

紋別市の「夏休みパワーアップタイム」

話
し
合
い
は
米
中
の
４
分
の
１

高
校
生
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
意
識

国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構
が
調
査

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

文科省通知

「
学
校
に
持
込
ま
な
い
」

臨
時
休
業
は「
３
日
以
内
」が
７
割

第６９回

（１） ２０２０年（令和２年）８月１７日（月曜日）

消
毒
は
外
部
人
材
活
用

消毒やマスクの記載変更

文科省衛生管理マニュアル
８月６日で改訂

コ
ロ
ナ
禍
の
学
校
と
校
長
を
検
証
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